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研究成果報告           

 

研究課題 Cryoblation後の前立腺がん細胞によるγδT 細胞賦活療法開発のための基盤研究 

 

研究期間 2017 年 4月 1日 ～ 2020年 3月 31日 

 

1)研究目的 

研究代表者は、以前より自然免疫担当細胞であるγδT細胞が、がん免疫細胞療法の新たな担い手であ

ることに着目し、その臨床応用を目指し開発研究を行っている。本共同研究では、研究代表者が今まで

培ってきたγδT細胞研究の知識・経験と、共同研究者である京都府立医科大学大学院医学研究科 泌尿

器外科学 浮村理博士の前立腺がんに対する Cryoablation療法の実績を融合させ、前立腺がんの根治

を目指した治療法確立のための基礎検討を行った。 

 

2)実施内容 

【1】ヒト末梢血を用いたγδT細胞の体外培養 

【2】ヒト前立腺がん細胞株に対するγδT細胞の抗腫瘍効果の検討 

【3】前立腺がん細胞を Cryoablation した上清がγδT細胞の抗腫瘍効果へ与える影響の検討 

【4】前立腺がん幹細胞モデルの作製 

【5】前立腺がん幹細胞モデルに対するγδT細胞の抗腫瘍効果の検討 

 

3)研究成果 

【1】健常人ボランティアから採取した末梢血単核球の体外培養により、γδT 細胞を 2062±773 倍まで増

幅した。 

【2】前立腺がん細胞株に対してゾレドロン酸との併用で抗腫瘍効果を認めた。 

【3】前立腺がん細胞を Cryoablation して得た上清はγδT細胞の抗腫瘍効果を増強しなかった。 

【4】前立腺がん細胞株から cancer sphereを作製でき、これらががん幹細胞（CSC）であることを確認し

た。 

【5】Cancer sphere 由来の前立腺がん幹細胞は、非がん幹細胞性がん細胞と比べてγδT細胞による抗腫瘍

効果は弱かった。 

これらの成果は、Anticancer Research誌に報告した。 

 

4)研究組織 

<本学> 

  研究代表者 芦原英司 （京都薬科大学・薬学部・教授） 

  <共同研究先> 

  研究代表者 浮村 理 （京都府立医科大学・医学部・教授） 

  研究分担者 藤原敦子 （京都府立医科大学・医学部・学内講師） 
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